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ゼロエミッション国際共同研究センター（GZR)の設立

●産総研臨海副都心センターに本部を設置し、つくばセンターで基礎研究を推進。
●福島再生可能エネルギー研究所(FREA)、及び関西センターにて応用・実証研究を推進。

つくばセンター

臨海副都心センター関西センター
※本部

福島再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ研究所

イメージ

研究センターの整備範囲

完成イメージ図
令和元年度補正予算にて整備予定つくば西事業所

2021年3月完成予定
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ゼロエミッション国際共同研究センター (GZR)の
主な研究テーマ

主
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１）人工光合成（ソーラーケミカル製造）の研究開発
【概要】低密度で変動する太陽光の革新利用技術として、面積単価が著しく
低い光触媒や光電極を用い、CO2フリー水素と高付加価値の化学品を同時
生成して経済合理性のあるシステムを開発する。

２）再エネを利用した水素製造・利用技術開発
【概要】水素をCO2排出量大幅削減と経済性とを満たすエネルギーとして
社会導入していくための技術開発として、再エネ水素の製造に向けたタンデム
太陽電池、低コスト高効率水電解装置、水素発電用高温材料、液化水
素評価技術の開発を行う。

３）革新的CCUS技術の研究開発
【概要】再生可能エネルギー・資源によるCO2の資源化/固定化技術として、
革新的バイオマス利用技術、再エネによるCO2転換技術、LCAによる新たな
低炭素技術の評価方法の開発を行う。

４)ゼロエミッション国際共同研究拠点の構築
【概要】つくば西事業所内の施設を整備し、国内外からの研究者の活動拠
点にふさわしい環境整備を行う。

CCUS: Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage,   LCA: Life Cycle Assessment
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第5次エネルギー基本計画
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第2章 2030年に向けた基本的な方針と政策対応
第2節 2030年に向けた政策対応
9．二次エネルギー構造の改善
（3）自動車等の様々な分野において需要家が多様なエネルギー源を選

択できる環境整備の促進

・引き続きバイオ燃料も輸送部門におけるエネルギー源の多様化、低炭素化
の有力手段の一つ
→研究開発に加え、インフラ整備規制緩和により、次世代自動車の新車販
売に占める割合を2030年までに5～7割とすることを目指すものの、
2030年においても内燃機関を搭載する自動車が一定の割合を占めると
考えられるため

・特に、近く商用化が期待されている国産の次世代バイオエタノールについ
ては、導入初期段階での競争力確保に配慮する観点から、導入に関わる優
遇措置を検討し、2019年度内に具体化

・輸入に頼る食料由来の第一世代バイオエタノールについては、食料競合へ
の配慮や環境影響の一層の低減を図る観点から、導入の在り方について随
時検証しつつ、当面堅調な需要が見込まれる軽油については、バイオ
ディーゼル燃料の研究開発動向や世界的な導入動向等を踏まえつつ、今後
のバイオディーゼル燃料の導入の在り方検討を継続
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カーボンリサイクル技術ロードマップ
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【ポイント】
・2019年2月1日に経産省資源エネルギー庁⾧官官房にカーボンリサイクル室
を設置。同年6月に技術ロードマップを策定

・CO2を炭素資源（カーボン）として捉え、これを分離・回収し、鉱物化や人
工光合成、メタネーションによる素材や燃料への再利用等とともに、大気中
へのCO2排出抑制を目指す
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カーボンリサイクル技術ロードマップ
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カーボンリサイクル技術ロードマップ
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カーボンリサイクル技術ロードマップ
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カーボンリサイクル技術ロードマップ
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カーボンリサイクル技術ロードマップ
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地球温暖化 循環型社会
廃棄物処理

化石燃料枯渇

再生可能エネルギーの利用促進

・水力
・風力
・太陽電池
・潮力
・地熱

バイオエネルギー
（＝バイオマスエネルギー）
・燃焼、ガス化
・メタン発酵、水素発酵
・エタノール発酵、ABE発酵

カーボンニュートラル

バイオエネルギーへ期待

バイオマスエネルギーの必要性
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バイオマスエネルギーの利用技術マップ

黒液の利用

セメントキルン
中での燃焼

石炭との混焼

薪の利用

BDF
（ローカル利用）

液体燃料

木質ペレット

メタン発酵

BDF
（商業利用）

高付加価値物質

活性炭、木炭

バイオケミカルズ

バイオマス
コジェネ

大規模プロセス バイオリファイナリー技術プラント利用技術

小規模プロセスローカルエネルギー技術 有価物回収技術

地産地消 産業利用

標
準
化

イ
ン
フ
ラ
整
備
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実用 技術の成熟度 原理実証

熱

市
場
価
値

電
気

液
体
燃
料

気
体
燃
料

（
メ
タ
ン・
水
素
）

ペレット
チップ化

ＲＤＦ

炭化

メタン発酵－燃焼

メタン発酵－ＧＥ・ＭＧＴ・ＦＣ

燃焼－ＳＴ

（ＳＴ：スチームタービン、ＧＥ：ガスエンジン、ＭＧＴ：マイクロガスタービン、ＦＣ：燃料電池）

ガス化－ＧＥ・ＭＧＴ

ガス化－ＦＣ（ガスクリーニング技術）

生物電池・直接発電
（糖汚泥へ拡大）

超（亜）臨界水ガス化－ＧＥ・ＭＧＴ・ＦＣ

水素・メタン発酵－ＧＥ・ＭＧＴ・ＦＣ

アルコール発酵
（糖・デンプン）

ガス化－ＩＧＣＣ（収集システム）

ＢＤＦ（廃食用油）

糖化－アルコール発酵
（木質系）

成分分離－糖化－発酵
（木質系）

炭素燃料電池

混焼

ガス化－液体燃料合成（ＢＴＬ）
（触媒技術）

ＢＤＦコンプレックス（パーム油）
（グリセリン利用・トータルシステム化）

ガス化－改質

二酸化炭素吸収ガス化

水素発酵
（有機酸糖汚泥へ拡大）

光合成水素生産

バイオ炭化水素生産
（遺伝子改変）

潜熱回収乾燥

メタン発酵
（後処理、ＮＰ回収）

固定化酵母 遺伝子改変酵母Ｃ５発酵

メタン発酵－改質
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バイオマスの特長を活かす道は？
＝＞ H/C≒2、＆含酸素液体燃料の製造！

＜各種燃料のH/Cと消費形態相関図＞

やっぱり
アルコールが
一番！？

エネルギー安定供給

2000-2010
都市環境保全のための
クリーン燃料技術

2010-2020
環境負荷最小限化のための
クリーン燃料技術

石油

硫黄フリー

ガソリン

硫黄フリー

ディーゼル

硫黄フリー・低芳香族・低オ
レフィン＆高オクタンガソリン

S-free・low-aroma diesel

天然ガス

バイオマス

石炭

重質油

合成ガス

CO/H2
FT合成

GTL / BTL

ジメチルエーテル

メタノール

燃料電池車用
H2

*PM,NOx低減
*先端的排ガス処理技術

*炭酸ガス低減
*新エンジンシステム/新燃料

将来の石油代替輸送用燃料へのニーズ

2020-

新燃料＆

BJ燃料
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バイオマス

一次エネルギー 利用技術

・新燃料の製造・使用技術開発
・規格化、品質確保を推進・支援
・排気ガス浄化技術の向上

原子力（負荷変動に弱い）
再生可能エネルギー

（出力変動が課題）
・二次電池やキャパシタの高性能化
・新規材料の開発、デバイス化
・評価技術

プラグインハイブリッド
電気自動車

化石燃料

天然
ガス

石油

高効率利用

燃焼、電気化学反応
燃料電池 CO2の地中・海洋貯留に関

する挙動予測・探査・安全
影響評価等の技術を開発

バイオマス
コンビナート

・地球温暖化の回避
・化石エネルギーの
高効率利用

・エネルギーの需要ギャップの調整
・自動車の電化促進
・良好な大気環境の確保

・石油依存度の低下
・良好な大気環境の確保

新燃料自動車技術

・バイオマスから化学製品を生産
・分離、精製、変換プロセスの開発と全体設計

蓄電技術

Outcome

CCS

石炭

低炭素社会に向けたバイオマスコンビナートの役割

・サステナビリティへの貢献

・石油依存度の低下

バイオマス利活用のこれまでとこれから

廃棄物系

木質系
草本系

ガス転換

分散型エネルギー源＆
スマートグリッド

水素転換

ガス転換 軽油転換

エタノール発酵

運輸用液体燃料製造

国際展開

バイオETBE, ATJ等

石油代替化学原料

be

風力発
電

燃料電
池

水素

電力ネットワーク

ガス・水素
ネットワー
ク

バイオマス
ガス

太陽光

BTL技術
ディーゼル、バイオジェット

新グリーン燃料

国内ローカルエネルギー

アジアのローカル
エネルギー

アジアのプランテーション

バイオマスリファイナリー

2005年

2020年

2030年

地域連携課題

重点課題

中・長期的課題；
バイオマスコンビナート
への展開
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バイオマス高効率利活用に向けて
“太陽と木陰と木炭” ＝＞ 温木知薪：
エコ・エネ都市＆農林水産業振興のタイアップ；

産総研の貢献＝＞食料・バイオマスエネルギー自給

1）Biomass10（E10, BDF10, Jet10等）への挑戦

２）クリーンガス（合成ガス、水素、メタン）製造と利用

３）エコカーボン、バイオポリマー等による材料製造＆

再生・再利用トータルシステムの構築

１）化石資源代替の促進、２）地球環境保全とエネ
ルギー安定供給、３）省エネ徹底＆自然との共生

ご清聴有難う

ございました！
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